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２－ 　改訂のご案内
本ページ（P２６５）は、一部改訂のため、次ページ（P２６５-１）に更新しております。

　最新の設計施工資料を閲覧される際は、次ページをご確認ください。



265-1

外
壁
リ
フ
ォ
ー
ム
の
設
計

事
前
調
査
の
方
法

Ｒ
Ｃ
造

金
属
・
木
胴
縁
工
法

Ｒ
Ｃ
造
外
断
熱

金
属
胴
縁
工
法

Ｒ
Ｃ
造

専
用
ブ
ラ
ケ
ッ
ト
工
法

Ｓ
造（
Ａ
Ｌ
Ｃ
）

金
属
・
木
胴
縁
工
法

R
C
タ
イ
ル
外
壁
へ
の

リ
フ
ォ
ー
ム
工
法

Ｎ
Ｓ
型
ネ
オ
ス
パ
ン

補
強
工
法

の基本  

－

P２６５　２０２４年６月改訂版【Web掲載のみ】
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　改訂のご案内
　本ページ（P２６６）は、一部改訂のため、次ページ（P２６６-２）に更新しております。
　最新の設計施工資料を閲覧される際は、次ページをご確認ください。



266-2

外
壁
リ
フ
ォ
ー
ム
の
設
計

事
前
調
査
の
方
法

Ｒ
Ｃ
造

金
属
・
木
胴
縁
工
法

Ｒ
Ｃ
造
外
断
熱

金
属
胴
縁
工
法

Ｒ
Ｃ
造

専
用
ブ
ラ
ケ
ッ
ト
工
法

Ｓ
造（
Ａ
Ｌ
Ｃ
）

金
属
・
木
胴
縁
工
法

R
C
タ
イ
ル
外
壁
へ
の

リ
フ
ォ
ー
ム
工
法

Ｎ
Ｓ
型
ネ
オ
ス
パ
ン

補
強
工
法

●NS型ネオスパンは一枚ずつ、下地を確認しながら補強ビスまで施工してください。

●金属胴縁ごとに、嵌合部以外に表面から補強ビスを２本留め付けます。ビス留め位置は下図の通りです。

始めから張り終わりまで全て補強ビスを施工してください。

の基本

P２６６　２０２５年３月改訂版【Web掲載のみ】

※補強工法ではNS型ネオスパンは一枚ずつ、下地を確認しながら補強ビスを

施工してください。先に一面を張り上げ、後から補強ビスを施工すると、

下地が見えないため、打ち外しやアタッチメント固定アンカー、胴縁固定

ビスへの干渉による施工不具合を招きます。

※補強ビスがアタッチメント固定アンカーや胴縁固定ビスにぶつかるおそ

れがある場合は、補強ビスの留め付け位置をずらして施工してください。
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　改訂のご案内
　本ページ（P２６７）は、一部改訂のため、次ページ（P２６７-２）に更新しております。
　最新の設計施工資料を閲覧される際は、次ページをご確認ください。
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の基本

P２６７　２０２５年３月改訂版【Web掲載のみ】

※補強工法ではNS型ネオスパンは一枚ずつ、下地を確認しながら補強ビスを施工してくださ

い。先に一面を張り上げ、後から補強ビスを施工すると、下地が見えないため、打ち外し

やアタッチメント固定アンカー、胴縁固定ビスへの干渉による施工不具合を招きます。

※補強ビスがアタッチメント固定アンカーや胴縁固定ビスにぶつかるおそれがある場合は、

補強ビスの留め付け位置をずらして施工してください。
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　挿入筋構法　改訂のご案内
　本ページ（P２６８）は、一部改訂のため、次ページ（P２６８-２）に更新しております。
　最新の設計施工資料を閲覧される際は、次ページをご確認ください。
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NS型ネオスパンは一枚ずつ、下地を確認しながら補強ビスまで施工してください。

●金属胴縁ごとに、嵌合部以外に表面から補強ビスを２本留め付けます。ビス留め位置は下図の通りです。

始めから張り終わりまで全て補強ビスを施工してください。

 

の基本

P２６８　２０２５年３月改訂版【Web掲載のみ】

※補強工法ではNS型ネオスパンは一枚ずつ、下地を確認しながら補強ビスを

施工してください。先に一面を張り上げ、後から補強ビスを施工すると、

下地が見えないため、打ち外しやアタッチメント固定アンカー、胴縁固定

ビスへの干渉による施工不具合を招きます。

※補強ビスがアタッチメント固定アンカーや胴縁固定ビスにぶつかるおそ

れがある場合は、補強ビスの留め付け位置をずらして施工してください。
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　 　ロッキング構法　改訂のご案内
　本ページ（P２６９）は、一部改訂のため、次ページ（P２６９-２）に更新しております。
　最新の設計施工資料を閲覧される際は、次ページをご確認ください。
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NS型ネオスパンは一枚ずつ、下地を確認しながら補強ビスまで施工してください。

●金属胴縁ごとに、嵌合部以外に表面から補強ビスを２本留め付けます。ビス留め位置は下図の通りです。

始めから張り終わりまで全て補強ビスを施工してください。

の基本

P２６９　２０２５年３月改訂版【Web掲載のみ】

※補強工法ではNS型ネオスパンは一枚ずつ、下地を確認しながら補強ビスを

施工してください。先に一面を張り上げ、後から補強ビスを施工すると、

下地が見えないため、打ち外しやアタッチメント固定アンカー、胴縁固定

ビスへの干渉による施工不具合を招きます。

※補強ビスがアタッチメント固定アンカーや胴縁固定ビスにぶつかるおそ

れがある場合は、補強ビスの留め付け位置をずらして施工してください。
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